
10月 11日(日)9:30～ 

体育祭開催！ 
   ※雨天時 10月 14日(水)実施 

【団長にインタビュー】 

放課後の校内は生徒会や各団が準備に勤しんでい

ます。忙しいところを団長２人にインタビューして

みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・団長になったきっかけを教えてください。 

赤団団長 威能蓮(以下威能)：中学校の時も団長を

やってて、優勝したんです。それで高校でも勝利を

飾りたいと思って団長になりました。 

青団団長 竹本将太(以下竹本)：んー、団分けされ

たときに周囲から推薦されて引き受けました。 

・団のまとまりはどうですか？ 

威能：夏休みになかなか人が集まらなくて焦りまし

たが、今は上々な感じにまとまってきてます。 

竹本：うちはずーっといい感じです。 

・団のテーマみたいなものはありますか？ 

威能：勝ちにこだわりたいんで「勝利」ですね。 

竹本：みんなで必ず笑うということで「必笑」です

かね。 

・ここまでで大変だったことは？ 

威能：応援のダンスですね。最初は人もダンスもそ

ろわなかったんで。 

竹本：特になかったです。しいて言えば１・２年生

が部活で忙しかったのがそうなりますかね。 

・「ここに注目してほしい」といった見せ場はあり

ますか？ 

威能：団員に体育系が多いので各種目で魅せること

ができると思います。 

竹本：団員みんなの団結力、チームワークを見てほ

しいです。 

・では最後に高校生活最後の体育祭ですが意気込み

のほどを 

威能：みんなと思いっきりはしゃいで、思い出つく

って、最終的には勝利ですね。 

竹本：じゃあ楽しむということでは絶対に負けない

ようにします。 

2 人の団長のキャラクターがにじみ出ていました。

みんなが一致団結してよい一日となることを確信し

たインタビューとなりました。保護者のみならず老

若男女の地域の皆さんにも見に来ていただけたらと

思います。 

 

四万十町模擬議会を終えて 

四万十町夏季大学の一環として 9 月 8 日に高校生

模擬議会が行われました。本校からも 5 名の生徒が

登壇して知事に直接物申す機会を得ました。広報委

員長からのレポートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



企画・編集 

 四万十高校生徒会 広報部 

お問い合わせ窓口：四万十高校総務部 

メール shimanto-h@kochinet.ed.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kochinet.ed.jp/shimanto-h/ 

電話 0880-27-0034  FAX 0880-27-0477 

  

学校ホームページも随時更新中。ぜひ QRコード 

からアクセスしてご覧下さい。 

議員の生徒さんは高知県のことについて知事に鋭

い質問をしていて、驚きました。知事もその質問の

一つ一つに丁寧に答えてくれました。そのやり取り

や講演はとてもためになる事ばかりでした。現在の

高知県の問題に対してどう対応して、どう良くして

いくのか、考えを聞くことができました。難しい話

でしたが「なるほど」と思うことが多くありました。

私も将来は地元に残りたいと考えているので、高知

県がよりよくなるように、できることに取り組みた

いと思いました。知事がおっしゃった「自らが持て

る強みを活かす」という言葉を聞いて、高知県にし

かないもの、高知県でしかできないことをもっとも

っと創り出し、この地域の活性化につなげていきた

いと感じました。 

文責・報告 2-1広報委員長 樫本瑞季 

 

インターンシップ体験報告 

夏休みに地域に協力いただいて9名

の生徒がインターンシップに取り組

むことができました。今回は昭和保

育所で実施させていただい

た森本さんからのレポート

です。 

 

私は昭和保育所で職業体験

を実施させていただきました。その中でたくさんの

ことを学ぶことができました。 

まず学んだことは、それぞれの年齢に応じた接し

方をしなければいけないことです。年が違えば成長

段階も違うので同じ接し方ではいけません。赤ちゃ

んの場合は、言葉をしゃべれないので言いたいこと

をわかってあげようとしなければいけません。また、

赤ちゃんから年長になるにつれ、1 人遊びから友達

と一緒に遊んだり、ルールを決めて遊ぶようになっ

ていきます。年齢によって遊び方も大きく違うこと

がわかりました。 

そのうえで職員は全体を見て、常に安全を第一に

行動しなくてはいけないことも学べました。大変だ

と思いましたが、子どもの笑顔は元気の源だと感じ

ました。ほめるときは思いっきりほめて、やっては

いけないこと、危ないことをしたときは厳しく叱ら

なければいけません。子どもたちが安全に気持ちよ

く過ごせるように職員はサポートしなければいけな

いんだと感じました。 

この経験を通して、保育士という仕事を今までよ

り深く知ることができました。また、子どもから学

ばされたこともありました。保育士として仕事に就

くには大変なことがたくさんあると思いますが努力

して『なりたい！』と思いました。今回の職業体験

は今後の進路を考えるうえでの貴重な体験となりま

した。       文責・報告 2-1 森本美月 

 

農場より 

 秋の実りが楽しみな季節です。農場ではハクサイ、

キャベツ、サツマイモ、しょうが、パンジーなどが

すくすくと育っています。 

また、ハクサイの苗が定植にちょうどの大きさに

育っています。ご入用の方は 1株 50円で販売します

ので、下記連絡先かお子様を通じて連絡していただ

ければお譲りできます。数に限りがありますので売

り切れの際はご容赦ください。 

編集後記 

日に日に朝夕の涼しさが増し、秋の訪れを実感せ

ずにはいられなくなってきました。季節の変わり目

は体調を崩しやすいものです。そんな中で 2 年に 1

度の体育祭が迫ってきています。身体を動かすのが

好きな人も、苦手な人も、楽しい思い出に残る楽し

い一日になることを願っています。それと同時に、3

年生は進路に向けて大事な時期でもあります。先を

見据えて現在優先しなければいけないことをしっか

りと見極めてほしいと思います。 


